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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
赤
髪
の
名
探
偵

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
１
１
９
Ｅ

【
作
者
名
】

　
堂
餓
鬼

【
あ
ら
す
じ
】

　
本
編
の
主
人
公
は
、
暗
い
過
去
を
持
っ
て
い
る
為
、
少
々
性
格
が
ひ
ね
く
れ

て
い
る
。
そ
ん
な
彼
が
、
次
々
と
難
事
件
を
解
決
し
て
い
く
。
果
た
し
て
今
回

も
、
事
件
を
解
決
出
来
る
の
か
？
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登
場
人
物
紹
介

 
・
【
藤
森
 

真
治
】
過
去
に
、
何
 
 

度
か
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
、
そ
の
度

に
事
件
を
解
決
し
て
い
る
名
探
偵
。
別
名
、
赤
髪
の
名
探
偵
。
 
 

度
か
事
暗

い
過
去
を
持
っ
て
い
る
為
、
性
格
は
ひ
ね
く
れ
て
い
る
。
 
 

 
・
【
橘
 

鳴
海
】
星
陽
大
学
に
通
う
２
年
生
。
あ
る
事
件
を
キ
ッ
カ
ケ
に
真

治
と
知
り
合
う
。
毎
回
ト
ラ
ブ
ル
を
持
ち
込
ん
で
く
る
ト
ラ
ブ
ル
メ
ー
カ
ー
。

意
外
と
男
子
に
、
人
気
あ
り
 

・
【
袴
田
 

勇
作
】
警
視
庁
捜
査
１
課
の
刑
事
。

別
名
、
鬼
警
官
。

こ
れ
で
も
一
応
警
部
。

 
・
【
長
谷
川
 

健
児
】
警
視
庁
捜
査
１
課
の
平
刑
事
。
袴
田
の
部
下
。
あ
る

事
件
を
キ
ッ
カ
ケ
に
橘
と
知
り
合
い
一
目
惚
れ
し
て
し
ま
う
。

 
・
【
渡
辺
 

祐
輔
】
星
陽
大
学
に
通
う
２
年
生
。
藤
森
、
橘
と
同
級
生
。
 

・

【
斉
藤
 

美
由
紀
】
星
陽
大
学
に
通
う
２
年
生
。
橘
と
は
親
友
で
、
小
、
中
、

高
、
大
と
学
校
が
同
じ
で
、
何
時
も
大
概
一
緒
に
居
る
。
大
の
仲
良
し
。
警
視

庁
捜
査
１
 
 

課
の
刑
事
。
別
名
、
鬼
警
官
。
 
 

怒
り
や
す
い
性
格
だ
が
、

意
外
と
 
 

頼
り
に
な
る
。
こ
れ
で
も
、
一
応
 
 

警
部
で
あ
る
。

 
 

・
【
長
谷
川
 

健
児
】
警
視
庁
捜
 

査
 

１
課
の
平
刑
事
で
、
袴
田
の
部

下
 
 

あ
る
事
件
で
、
橘
と
知
り
合
い
、
 
 

一
目
惚
れ
し
て
し
ま
う
。

 
・
【
渡
辺
 

祐
輔
】
星
陽
大
学
に
通
 
 

う
２
年
生
。
藤
森
、
橘
と
同
級
生

 
 

。
意
外
と
お
調
子
者
。
藤
森
の
理
 
 

解
者
で
も
あ
る
。

 
・
【
斉
藤
 

美
由
紀
】
星
陽
大
学
に
 
 

通
う
２
年
生
。
橘
と
は
親
友
で
、

 
 

小
、
中
、
高
、
大
と
学
校
が
同
じ
 
 

の
大
の
仲
良
し
。
何
時
も
大
概
、

 
 

一
緒
に
居
る
。
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Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
：
０
０
 

プ
ロ
ロ
ー
グ

 
 

『
何
で
、
私
が
逃
げ
て
る
の
？
』
森
の
中
を
私
は
、
必
死
に
走
っ
た
。

 
 
 

既
に
、
息
は
上
が
っ
て
い
た
が
、
そ
ん
な
物
は
関
係
な
か
っ
た
。
た
だ

ひ
た
す
ら
、
逃
げ
回
っ
て
い
た
。
 
 

『
何
で
、
私
が
こ
ん
な
目
に
遭
わ
な
く

て
は
い
け
な
い
の
？
』
そ
う
思
い
な
が
ら
も
私
は
、
必
死
に
走
っ
た
。
仕
事
が

終
わ
り
、
普
通
に
家
に
帰
っ
て
い
た
筈
な
の
に
・
・
・
。
急
に
、
頭
が
激
痛
に

襲
わ
れ
た
。
触
っ
て
み
る
と
、
何
故
か
濡
れ
て
い
た
。

 
 
 

不
意
に
、
誰
か
の
視
線
を
感
じ
私
は
振
り
向
い
た
。
そ
こ
に
は
、
鉄
パ

イ
プ
を
持
っ
た
男
が
立
っ
て
い
た
。
私
は
怖
く
な
り
、
必
死
に
逃
げ
た
。
そ
し

て
、
気
付
く
と
森
の
中
を
、
走
っ
て
い
た
。

 
 
 

既
に
、
辺
り
は
闇
に
包
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
走
る
の
は
止
め
な

か
っ
た
。
も
し
走
る
の
を
止
め
て
し
ま
っ
た
ら
、
私
は
間
違
い
な
く
、
殺
さ
れ

て
し
ま
う
・
・
・
。

 
 

『
そ
ん
な
の
は
嫌
だ
。
』
そ
う
思
っ
た
瞬
間
、
石
に
足
が
つ
ま
づ
い
て
転

ん
で
し
ま
っ
た
。

 
 
 

直
ぐ
後
に
気
配
を
感
じ
、
振
り
向
く
。
鉄
パ
イ
プ
を
持
っ
た
男
が
立
っ

て
い
た
。
そ
し
て
、
鉄
パ
イ
プ
を
振
り
上
げ
る
。
 

そ
の
瞬
間
、
『
殺
さ
れ
る
』

と
思
い
、
目
を
瞑
る
。

 
 
 

頭
に
、
痛
み
が
走
り
体
の
力
が
抜
け
て
い
く
。
意
識
が
遠
く
な
り
、
一

粒
の
涙
を
流
し
倒
れ
た
。

 
 
 

男
は
、
不
適
な
笑
み
を
溢
し
、
倒
れ
て
い
る
女
に
近
付
い
て
い
っ
た
。

微
か
に
ま
だ
、
息
は
あ
る
。

 
 
 

男
は
、
倒
れ
て
い
る
女
を
担
ぎ
上
げ
て
歩
い
て
い
く
。
そ
し
て
、
女
を

崖
下
へ
と
投
げ
た
。

 
 
 

女
は
、
崖
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
落
ち
て
い
く
。
そ
し
て
、
地
面
に
激
突

し
た
。
頭
か
ら
は
、
大
量
の
血
液
を
流
し
て
い
る
。

 
 
 

男
は
、
崖
下
に
落
ち
た
女
を
見
て
、
ま
た
不
適
な
笑
み
を
溢
し
、
そ
の

場
を
立
ち
去
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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2010年10月12日01時58分発行

この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n6119e/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n6119e/

